
お
い
し
い
マ
ン
ゴ
ー

実
り
ま
し
た
。　

詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
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夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

誰
も
が
住
ん
で
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を

永原 譲二 大任町長

永
原
町
長
令
和
２
年
度
施
政
方
針
を
表
明

O
TO

 TO
W

N

こ
ち
ら
町
長
室
×
施
政
方
針

謙
虚
に
有
言
実
行
の

ま
ち
づ
く
り

　

令
和
元
年
度
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

歳
入
の
多
く
を
地
方
交
付
税
や
補
助

金
、
交
付
金
な
ど
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
な
ど
、
永
原
町
長
自
ら
が
先
頭

に
立
っ
て
知
恵
を
絞
り
、
国
や
県
な
ど

関
係
機
関
と
の
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、

必
要
な
財
源
を
確
保
し
た
う
え
で
、

大
任
町
が
推
進
す
る
数
々
の
施
策
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
新
た
な
問
題
が

発
生
。
本
町
で
も
対
策
本
部
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
を
振
り
返
る

　

昨
年
４
月
に
、
国
に
先
駆
け
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
を
実
現
い

た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
入
学
に
伴
う
保
護

者
の
経
済
面
で
の
負
担
軽
減
を
目
的

と
し
、
本
年
度
か
ら
、
入
学
予
定
の

お
子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
ラ
ン
ド
セ

ル
購
入
助
成
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援

　

昨
年
10
月
１
日
か
ら
、
教
育
改
革

に
着
手
し
て
お
り
、
同
日
付
け
で
組

織
し
ま
し
た
、
桑
野
敏
朗
教
育
長
を

ト
ッ
プ
と
す
る
「
大
任
町
教
育
改
革

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
中
心
に
、

現
在
、
山
本
朋
弘
・
芳
野
浩
司
、
両

大
任
町
学
校
教
育
推
進
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
教

育
改
革
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
併
せ
、
本
町
に
お

け
る
学
校
教
育
の
情
報
化
を
着
実
に

推
進
す
べ
く
、
本
年
２
月
27
日
付
け

で
、
同
じ
く
桑
野
敏
朗
教
育
長
を
本

部
長
と
す
る
「
大
任
町
学
校
教
育
情

報
化
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、
そ
の

教
育
の
充
実

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
来
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
に
ど
の
よ
う
な
施
策

を
行
う
の
か
、町
の
進
む
べ
き
指
針
を
示
す
の
が
施
政
方
針
で
す
。
昨
年
度
は
、

当
初
に
掲
げ
て
い
た
多
く
の
施
策
を
実
現
し
、町
の
発
展
へ
と
つ
な
げ
ま
し
た
。

今
年
度
の
施
策
も
３
月
に
行
わ
れ
た
大
任
町
議
会
定
例
会
で
、
永
原
譲
二
町
長

が
発
表
し
ま
し
た
の
で
、そ
の
中
か
ら
主
要
な
施
策
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

実
現

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

　

昨
年
末
、
中
国
武
漢
市
に
て
流
行
し
、

現
在
、
世
界
各
国
で
感
染
が
拡
大
し
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
我

が
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
製
造
業
が

大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
加
え
現
在
、
国
内
の
感
染
状
況
も
悪

化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
つ
い
に
は

政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
福
岡

県
に
お
け
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
小
中
学
校
と

高
等
学
校
が
、
本
年
３
月
に
引
き
続
き
、

約
１
か
月
間
改
め
て
臨
時
休
校
と
な
る

前
代
未
聞
の
措
置
が
取
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
延
期
や
中

止
、
国
内
外
の
移
動
や
不
要
不
急
の
外

出
の
自
粛
な
ど
、
国
内
経
済
の
多
方
面

に
お
き
ま
し
て
、
影
響
が
深
刻
化
し
始

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
４
月
４
日

に
福
岡
県
知
事
、
北
九
州
市
長
、
福
岡

市
長
、
久
留
米
市
長
、
市
長
会
会
長
で

あ
る
春
日
市
長
、
そ
し
て
私
は
町
村
会

会
長
と
い
う
立
場
で
、
緊
急
テ
レ
ビ
会

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
県
知
事
に
対
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
に
係
わ
る
応
援
体
制
や
、
病
床
の

確
保
・
緊
急
搬
送
時
の
協
力
体
制
、
迅

速
な
情
報
共
有
と
感
染
予
防
対
策
の
周

知
徹
底
に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
相
互
の
信
頼
と
団
結
に
よ
っ

て
、
こ
の
未
曾
有
の
危
機
を
乗
り
越
え

て
い
く
決
意
を
誓
い
ま
し
た
。
私
も
、
事

態
の
終
息
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

緊
急
テ
レ
ビ
会
議

　

福
岡
県
と
県
内
市
町
村
は
、
こ
れ
ま

で
も
相
互
に
連
携
・
協
力
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
問
題
に
対
応
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
感
染
が

確
認
さ
れ
た
方
が
県
内
各
地
で
急
増
し
、

ま
た
、
感
染
経
路
が
不
明
な
方
も
増
え

う
え
で
、「
大
任
町
第
１
次
学
校
教

育
情
報
化
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
の
新
規
事
業

と
し
ま
し
て
、
小
中
学
校
屋
内
運
動

場
改
修
事
業
や
今
任
小
学
校
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業
、
さ

ら
に
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
の
繰
越

事
業
と
な
り
ま
す
が
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
く
、
小
中

学
校
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
事
業
及
び
児
童
生

徒
１
人
１
台
、
端
末
整
備
事
業
を
、

そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道
に
お
け

る
、
子
ど
も
広
場
の
大
型
遊
具
整
備

事
業
に
本
格
的
に
着
手
し
て
お
り
、

現
在
、
早
期
完
成
を
目
指
し
、
遊
具

の
選
定
作
業
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
が
田
川
地
区
７
市
町

村
か
ら
事
務
委
託
を
受
け
、
進
め
て

お
り
ま
す
、し
尿
処
理・じ
ん
芥
処
理・

埋
立
処
分
施
設
建
設
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、　

現
在
、
ご
み
焼
却
施
設
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
及
び
埋
立
処

分
施
設
の
建
設
に
向
け
た
事
務
手
続

き
を
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
施
策

▲ウェブ会議で要望を行う永原町長
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期待と不安を胸に

新１年生入学
　

期
待
と
不
安
を
胸
に
、
大
任
中
学
校
で
４

月
９
日
に
、
今
任
小
学
校
・
大
任
小
学
校
で
４

月
10
日
に
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
大
任
中
学
校
47
人
、
今
任
小
学
校
13
人
、

大
任
小
学
校
37
人
の
新
１
年
生
が
入
学
。
中

学
校
の
入
学
式
で
は
、
３
年
間
を
過
ご
す
制

服
に
袖
を
通
し
、
緊
張
し
た
面
持
ち
な
が
ら

も
、
少
し
大
人
に
な
っ
た
中
学
１
年
生
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
小
学
校
の
入
学
式
で
は
、
校
長

先
生
が
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
大
き
な
声
で

元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
返
す
新
１
年
生
の
姿

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
短
時
間
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
式
の
様
子
を
写
真
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　４月中旬、サボテンハウスのサボテンが花
を咲かせ初めました。５月中旬くらいから数
多くのサボテンが花を咲かせます。新型コロ
ナウイルスが終息し、再び開館した際は、是
非満開に咲き誇る花を見にきてください。

嬉しい一報
サボテンハウスでサボテンの花が開花

　４月１日、大任町在住で長年の間サボテン
ハウスの管理に携わってきた渡邉髙久さんが、
サボテンハウス館長に就任しました。
　渡邉さんは「これからもサボテンハウスを
通じて、大任町に興味を持っていただけるよ
うに、精一杯頑張っていきます」と意気込み
を語ってくれました。

サボテンで花いっぱいの町へ
渡邉髙久さんがサボテンハウス館長に就任

まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

大任小学校入学式 今任小学校入学式

大任中学校入学式

サボテンハウス特集

▲今年４月１日から着任した奥浩幸校長

▲昨年度まで大任中学校校長を務めた安藤志保美校長 ▲休校中の過ごし方について説明をする植村徹也校長

▼サボテンハウス開設時から管理をしています
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大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

福祉課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

ふるさと館おおとう ☎41・2055

　おおとう観光農園で栽培を行っているマンゴー
を、5月初旬から下旬にかけて道の駅おおとう桜
街道で販売します。また、ふるさと納税でも返礼
品として選ぶことができます。農園の職員が愛情
を込めて栽培しているマンゴーは、糖度が高く甘
いと大好評。昨年を上回る出来栄えとなっていま
すので、ぜひ、お試しください。
問産業経済課　☎63・3001

　５月初旬から大任町産桜マンゴーの出荷を開始する予定です

町
税
の
納
期
限
内
納
付
の
お
願
い

1 期 2 期 3 期 4 期

町県民税 令和２年
６月30日

令和２年
８月31日

令和２年
11月２日

令和３年
２月１日

固定資産税 令和２年
６月１日

令和２年
８月31日

令和２年
11月２日

令和２年
12月25日

軽自動車税 令和２年
６月１日 ー ー ー

町税
納期

　
住
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
町

税（
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
な
ど
）は
、
ま
ち
づ
く
り
や
住
民
の

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な
財
源

で
す
。
こ
の
町
税
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期

限
ま
で
に
自
主
的
に
納
付
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
税
負
担

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
納
期
限
内
に
納

付
さ
れ
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
、
督
促
状

を
送
付
し
納
税
を
促
す
ほ
か
、
そ
れ
で
も

納
税
に
応
じ
な
い
場
合
は
給
与
、
預
貯
金
、

動
産
、不
動
産
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
付

さ
れ
な
い
場
合
は
、
督
促
手
数
料
や
延
滞

金
も
発
生
し
ま
す
。
滞
納
整
理
に
は
多
額

の
費
用
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
費
用

も
皆
さ
ん
の
税
金
か
ら
支
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
町
税
を
有
効
活
用
す
る
た

め
に
も
、
納
期
限
内
の
納
付
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
令
和
２
年
の
各
町
税
の
納
期
限
は
下

表
の
と
お
り
で
す

問
税
務
課　
☎
63
・
３
０
０
２

・
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

  

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば

学
生
も
加
入
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
の
場
合
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

・
対
象
者
お
よ
び
条
件

　
対
象
者
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
各
種
学
校（
修
業
年
限

１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）に
在
学
す

る
学
生
な
ど
で
、
本
人
の
前
年
所
得

が
下
記
の
計
算
式
で
計
算
し
た
基
準

額
以
下
で
あ
る
人
が
対
象
で
す
。

・
承
認
期
間
と
申
請
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。
ま

た
、
承
認
を
受
け
た
翌
年
度
も
在
学

予
定
で
あ
る
場
合
は
、
３
月
末
に
基

礎
年
金
番
号
な
ど
が
印
字
さ
れ
た
ハ

ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書

が
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
同
一
学
校
に
在
学
し
て
い
る

人
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を

〈前年の所得基準額〉　118 万円＋（扶養親族などの数× 38 万円）

６

　
　

 

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
へ

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
福
祉
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

記
入
し
、
返
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本

年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す（
こ
の
場
合
、

在
学
証
明
書
か
学
生
証
の
写
し
の
添
付

は
不
要
で
す
）。

　

初
め
て
申
請
す
る
人
や
ハ
ガ
キ
が
届

か
な
か
っ
た
人
、
在
学
す
る
学
校
な
ど

が
変
わ
っ
た
人
は
、
申
請
の
際
に
学
生

証
の
写
し
や
在
学
証
明
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

・
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

  

追
納
も
可
能

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期

間
が
あ
る
と
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し

た
と
き
に
比
べ
、
将
来
受
け
取
る
老
齢

基
礎
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
承

認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
め
る
追
納
が

で
き
ま
す
。

※
自
営
業
・
学
生
な
ど
の
第
１
号
被
保
険

者
の
保
険
料
は
月
額
１
万
６
千
５
４
０

円
で
す

Information
　小学校入学に伴うランドセルの支給について
　大任町では、令和３年度に小学校へ新入学を迎えるご家庭へ入学のお祝いと
して、ランドセルを支給します。
　申請のご案内は、７月頃を予定しています。なお、すでに
購入されている場合には、支給の対象外となりますので、申
請をご検討されているご家庭におかれましては、ランドセル
の購入をお控えください。
※現金（ランドセル購入助成金）の支給はありません
問教育課 学校教育係　☎63・3110

新型コロナウイルス関連

帰国者・接触者相談センター
　新型コロナウイルスの感染の疑いがある
場合は、下記の連絡先へご相談ください。
問田川保健福祉事務所
☎４２‒ ９３７９（８時30分～ 17時まで）
☎０９２‒ ４７１‒ ０２６４（夜間・休日）

不要不急の外出自粛を

　政府の緊急事態宣言の発令に伴い、新
型コロナウイルスの感染拡大を防止する
ため、食料品や衣料品の買い物など、生
活の維持に必要な場合を除き、不要不急
の外出はお控えください。

感染予防について

　換気の悪い「密閉空間」、多数が集ま
る「密集場所」、間近で会話や発声をす
る「密接場面」、これらの集団感染リス
クを高める３条件が同時に重なることを
回避してください。
　外出先からの帰宅時や調理の前後、食
事前などこまめに手を洗ってください。
また、咳やくしゃみをする際には、ハン
カチで覆い、とっさの時は服の袖で覆う
など咳エチケットを徹底してください。
問大任町新型コロナウイルス感染症対策本部
☎６３‒ ３０００

監査委員の交替

　４月21日、町長室で毛利英文議員（小
林）に大任町監査委員の委嘱状が手渡さ
れました。監査委員は、町の財務に関する
事務の執行や経営に係わる事業の管理な
どについて、公正不偏の態度で監査を行う
独立した執行機関となっており、任期は令
和５年４月30日までとなっています。
問総務企画財政課 総務係　☎63・3000

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の
受
付
開
始

　
戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
令

和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い

場
合
に
、
要
件
を
満
た
す
優
先
順
位
の
ご

遺
族
の
う
ち
、
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

歯
科
健
診
を
受
け
よ
う

　

後
期
高

齢
者
医
療

広
域
連
合

で
は
、
後
期

高
齢
者
の

口
腔
機
能
低
下
や
肺
炎
な
ど
の
疾
病
を

予
防
す
る
た
め
、
歯
科
健
診
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
対
象
者
に
は
５
月
下
旬

に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

■
対
象
者　

昭
和
18
年
４
月
１
日
～
昭

和
19
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

※
令
和
２
年
12
月
ま
で
に
限
り
、
77
歳

以
上
に
な
る
被
保
険
者
で
も
歯
科
健
診

を
希
望
す
る
人
は
受
診
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
昨
年
度
受
診
し
た
人
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
75
歳
以
下
の
人
は
、

対
象
年
齢（
76
歳
）に
な
っ
て
か
ら
受
診

し
て
く
だ
さ
い

※
長
期
入
院
の
人
、
施
設
入
所
の
人
な
ど

を
除
く

■
受
診
期
間　

令
和
2
年
６
月
～
令
和

2
年
12
月
ま
で（
実
施
医
療
機
関
の
休
日

を
除
く
）

※
必
ず
同
封
し
て
い
る
歯
科
健
診
の
実

施
医
療
機
関
に
予
約
の
う
え
受
診
し
て

く
だ
さ
い

■
必
要
な
も
の　

受
診
券
、
被
保
険
者

証
、
受
診
料
３
０
０
円

問
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
６
５
１
・
３
１
１
１

■
支
給
内
容　

額
面
25
万
円

■
受
付
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日
㈬

～
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

■
受
付
窓
口　

福
祉
課
福
祉
係

問
福
祉
課
福
祉
係

☎
63
・
３
０
０
４

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
福
岡
県
で
は
、
県
営
住
宅
の
入
居
者
を

自
衛
隊
就
職
説
明
会

　

自
衛
官
就
職
説
明
会
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

■
と
き　

５
月
31
日
㈰　

10
時
～
15
時

の
間
（
随
時
）

■
と
こ
ろ　

た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部 

飯
塚
地

域
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
１
日

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
、
金
融
機
関
や

指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
で
納
税
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
５
月
初
旬
に
送
付
す
る
納

税
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限　

６
月
１
日
㈪

問
福
岡
県
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
21
・
４
９
２
２

募
集
し
ま
す
。

■
と
き　

令
和
２
年
６
月
29
日
㈪
～
令

和
２
年
７
月
７
日
㈫

■
募
集
方
式　

定
期
募
集
ポ
イ
ン
ト
式

■
申
込
方
法　

役
場 

住
宅
係
で
配
布
す

る
募
集
案
内
書
を
県
へ
郵
送

問
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社 

県
営
住
宅
管

理
部 

管
理
課
管
理
係

☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０
２
９
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歳入は、町税など自主的な収入となる「自主財
源」と、補助金など国や県により定めら

れた額を交付されたり、割り当てられたりする「依存財
源」の２つに分けられます。この自主財源が多いほど行
政活動の自主性と安定性を確保することができます。

一般会計予算　55億5,143万円

自主財源（18％）

依存財源（82％）

（  ）内は構成比

特別 会計とは、特定の歳入・歳出を一般会計と区別して　
経理する会計です。①、②、④は主にみなさんが支

払う保険税や水道代などでまかなわれています。平成28年度に
新設された、③し尿処理・じん芥処理・埋立処分施設建設事業特
別会計については、８市町村で負担し合うこととなっています。

本年度 対前年度増減額

 国民健康保険事業
 特別会計 6億5,212万円 3,774万円

 後期高齢者医療
 特別会計 6,918万円 ▲17万円

 し尿処理・じん芥
 処理・埋立処分施設
 建設事業特別会計

94億1,553万円 14億5,237万円

 水道事業会計 １億6,497万円 ▲1,817万円

特別会計予算　103億180万円

①

②

③

④

令和２年度一般会計予算総額

55億5,143万円
　本年度の一般会計予算は昨年度と比べ、約２億 419 万円増額した当初予算を編成。特別会計をあわ
せた予算総額、158 億 5,323 万円で令和２年度のまちづくりに取り組んでいきます。

県支出金
４億 2,163 万円

地方交付税
19 億 4,779 万円

地方債
12 億 4,354 万円

国庫支出金
８億 576 万円

地方消費税交付金 ･･･8,559 万円
地方譲与税 ･･･3,491 万円
その他 ･･･3,224 万円

町税
３億 9,864 万円

繰入金
２億 9,266 万円

使用料及び手数料
１億 2,032 万円

諸収入 8,276 万円

その他 1,559 万円

寄附金 7,000 万円

歳出は、使用する目的によって民生費（高
齢者福祉や子育て支援などに使われ

るお金）や公債費（道路や公園、町営住宅などを整
備するときに借りたお金の返済に使われるお金）、
土木費（道路や町営住宅などの整備や維持管理に
使われるお金）などの各項目に分けられます。
　本年度の主な事業は、小中学校屋内運動場や道
の駅子ども広場の整備などの予算を計上。今後も
計画的に経費削減を図りながら「最小の経費で最
大の効果をあげる」より良いまちづくりに取り組
んでいきます。

歳出
公債費
11 億 5,510 万円

民生費
13 億 8,387 万円

農林水産費
５億 3,873 万円

総務費
５億 2,323 万円

教育費
４億 1,619 万円

諸支出金
5,349 万円

衛生費
１億 9,426 万円

消防費
４億 3,018 万円

議会費
7,029 万円

その他
1,519 万円

地方債（借金）残高
区分 平成 30 年度末 令和元年度末（見込）

一般会計 92億7,266万円 81億6,698万円

区分 平成 30 年度末 令和元年度末（見込）

一般会計 33億575万円 31億7,668万円

基金（貯金）総額

※地方債償還額の一定割合が地方交付税として交付されるものが多く、
試算ではこの地方債残高のうち約６割の交付が見込まれています

区分 平成 30 年度末 令和元年度末（見込）

し尿処理・じん
芥 処 理・埋 立
処分施設建設
事業特別会計

45億740万円 69億5,300万円

土木費
７億 7,090 万円

歳入

　

町
で
は
効
率
的
な
事
務
事
業
の
執
行
を
図

る
た
め
、
町
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
異

動
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（　

）内
は
前
職

※
敬
称
略

異
動
・
昇
格
・
再
任
用【
４
月
１
日
付
】

■
課
長
級

▼
会
計
管
理
者 

兼 

し
尿
・
じ
ん
芥
等
建
設
室

長 

鈴
木 

学（
統
括
総
務
企
画
財
政
課
長 

兼 

会
計
管
理
者 

兼 

し
尿
・
じ
ん
芥
等
建
設
室
長
） 

■
副
課
長
級

▼
水
道
課
副
課
長 

藤
本 

秀
一（
事
業
課
副
課

長 

兼 

水
道
課
副
課
長
）

■
課
長
補
佐
級

▼
事
業
課
課
長
補
佐 

兼 

住
宅
係
長 

兼 

花
の

ま
ち
推
進
室
室
長 

﨑
野 

ゆ
か
り（
事
業
課
住

宅
係
長 

兼 

花
の
ま
ち
推
進
室
室
長
）

▼
事
業
課
課
長
補
佐 

浦
野 

義
信（
教
育
課
社

会
教
育
課
長
補
佐 

兼 

係
長
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
課
長
補
佐 

兼 

会
計
係
長 

渡
辺 

明
美（
総
務
企
画
財
政
課
会
計
係
長
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
課
長
補
佐 

兼 

企
画
財
政
係

長 

神
﨑 

恵（
総
務
企
画
財
政
課
財
政
係
長
）

■
係
長
級

▼
教
育
課
社
会
教
育
係
長 

永
原 

毅（
総
務
企

画
財
政
課
企
画
係
長
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
主
査 

大
場 

香
織（
総
務

企
画
財
政
課
主
事
）

■
主
任

▼
島
台
隣
保
館
館
長 

兼 

福
祉
課
主
任 

西
藤 

宏
輔（
福
祉
課
主
事
）

▼
住
民
課
主
任 

小
田 

健
二（
住
民
課
主
事
）

▼
水
道
課
主
任 

丹
村 

宰（
水
道
課
主
事
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
企
画
財
政
係 

兼 

し
尿
・

じ
ん
芥
等
建
設
室
主
任 

山
﨑 

寛
子（
総
務
企

画
財
政
課
会
計
係 

兼 

し
尿
・
じ
ん
芥
等
建
設

室
主
事
）

問
総
務
企
画
財
政
課 

総
務
係　

☎
63
・
３
０
０
０

人
事
異
動

▼
総
務
企
画
財
政
課
会
計
係
主
任 

松
本 

幸
子

（
議
会
事
務
局
主
事
）

▼
福
祉
課
主
任 

村
上 

晴
香（
福
祉
課
主
事
）

▼
教
育
課
主
任 

山
本 

麻
美（
教
育
課
主
事
）

▼
福
祉
課
主
任 

（
社
会
福
祉
協
議
会
出
向
） 

植

田 

由
香（
税
務
課
主
事
）

▼
事
業
課
主
任 

﨑
山 

尚（
事
業
課
主
事
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
主
任 

原
田 

梢（
総
務
企

画
財
政
課
主
事
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
主
任 

高
木 

侑
斗（
総
務

企
画
財
政
課
主
事
）

▼
税
務
課
主
任 

鎌
田 

馨
生（
税
務
課
主
事
）

▼
教
育
課
学
校
教
育
係 

秋
永 

憲
子（
教
育
課

社
会
教
育
係
）

▼
議
会
事
務
局 

金
子 

純
子（
教
育
課
）

▼
教
育
課
主
任 

荒
木 

直
也（
教
育
課
主
事
）

▼
福
祉
課
主
任 

朝
部 

千
菜
実（
福
祉
課
主
事
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
主
任 

鍋
田 

祐
貴（
総
務

企
画
財
政
課
主
事
）

▼
住
民
課
主
任 

山
本 

千
恵（
住
民
課
主
事
）

▼
教
育
課
主
任 

山
下 

広
太
郎（
教
育
課
主
事
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
主
任 

坂
東 

夢
美（
総
務

企
画
財
政
課
主
事
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
主
任 

永
原 

太
心（
事
業

課
主
事
）

▼
産
業
経
済
課
主
任 

安
武 

洸
二（
産
業
経
済

課
主
事
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
付
派
遣 

全
国
町
村
会 

後

藤 

勇
輝（
総
務
企
画
財
政
課
）

▼
税
務
課 

宮
野 

結（
福
祉
課
）

■
新
規
採
用

▼
住
民
課
衛
生
係 

中
野 

雄
一
朗

▼
教
育
課 

ふ
る
さ
と
館 

佐
々
木 

絵
里
奈

▼
住
民
課 

し
尿
・
じ
ん
芥
等
建
設
室 

永
井 

裕
規

▼
教
育
課
学
校
教
育
係 

末 

裕
美

衛生係で保健師としての業務を
担当しています。覚える事は多
いですが、一つ一つの業務を確
実にこなしていき、今後町民の
皆さまに貢献できるよう、頑張っ
ていこうと思います。よろしく
お願いします。

住
民
課

中
野 

雄
一
朗

（
田
川
市
）

学校教育指導主事を拝命して
おります。大任町の小中学校全
ての児童生徒が体を鍛え心豊か
にそして、自信と希望をもって
日々の学習に励む未来につなが
る学校づくりを精一杯ご支援さ
せていただきます。よろしくお
願いします。

教
育
課

末 

裕
美

（
田
川
市
）

住民課のし尿・じん芥等建設室
で工事長をしています。大任町
が、田川地区７市町村から事
務委託を受け進めている、し
尿処理・じん芥処理・埋立処
分施設建設事業に全力で取組
んで行きます。

住
民
課

永
井 

裕
規

（
筑
紫
野
市
）

主に、町内の文化財保護の担当
をしています。ふるさと館では、
文化財の保存・展示だけでなく、
大任町の歴史を後世に伝える役
割があります。業務の中で初め
て知る事が多く、毎日が勉強で
すが一生懸命頑張ります。

教
育
課

佐
々
木 

絵
里
奈

（
大
任
町 

安
永
）

　  規採用職員紹介新 ４月１日付で４人の職員が新規採用となりましたので紹介します new face

　

大
任
小
学
校
、
今
任
小
学
校
、
大
任
中
学

校
に
新
た
に
先
生
た
ち
が
着
任
し
ま
し
た
。

新
た
に
着
任
し
た
先
生
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

（　

）内
は
前
学
校
。
※
敬
称
略

●
大
任
小
学
校

▼
安
藤 

志
保
美 

校
長
先
生（
大
任
中
学
校
校

長
）

▼
手
嶋 

圭
吾 

先
生（
糸
田
小
学
校
）

▼
金
子 

千
佳
恵 

先
生（
添
田
小
学
校
）

▼
荒
谷 

和
子 

先
生（
市
場
小
学
校
）

▼
田
中 

祐
介 

先
生（
今
任
小
学
校
）

▼
村
上 

唯 

先
生（
真
木
小
学
校
）

▼
町
田 

悠
人 

先
生（
新
規
採
用
）

▼
吉
武 

光
弘 

先
生（
再
任
用
）

▼
上
村 

孝
美 

事
務
主
査（
勾
金
小
学
校
）

▼
高
田 

佑
子 

先
生（
高
屋
小
学
校
）

●
今
任
小
学
校

▼
山
口 

由
一
郎 

主
幹
教
諭（
自
校
昇
任
）

▼
國
本 

裕
司 

先
生（
糸
田
小
学
校
）

▼
大
場 

帆
歌 

先
生（
新
規
採
用
）

▼
山
花 

美
和
子 

先
生（
大
任
小
学
校
）

●
大
任
中
学
校

▼
奥 

浩
幸 

校
長
先
生（
川
崎
東
小
学
校
）

▼
梶
東 

正
一
郎 

先
生（
方
城
中
学
校
）

▼
都
合 

裕
亮 

先
生（
池
尻
中
学
校
）

▼
田
村 

拓
也 

先
生（
糸
田
中
学
校
）

▼
橋
詰 

智
也 

先
生（
新
規
採
用
）

着
任
式問

教
育
課 

学
校
教
育
係　

☎
63
・
３
１
１
０
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令和２年度戦没者追悼式
　福岡県では、第２次世界大戦における戦没者等の方々に追悼の誠を捧げるとともに、
平和を祈念するために開催する下記の戦没者追悼式への参列者を募集します。
　また、先の大戦の記憶を風化させることなく、次の世代へ継承していくためにも、若
い世代（18 歳未満）の方々の参列も募集します。

　下表の所得基準を下回る世帯は、段階によって国民健康保険税の均等割額及び平等割
額の、７割、５割、２割が軽減されます。ただし、所得申告をしていないと、所得が基
準を下回っているかを確認できませんので、軽減対象とはなりません。
　国民健康保険税の軽減は、低所得者の生活を守る大切な制度です。所得の低いかたは
申告し、税の負担を軽くしましょう。
問福祉課 国保年金係　☎６３‒ ３００４ 名　称 福岡県戦没者追悼式 全国戦没者追悼式

主　催 福岡県 政府（厚生労働省）

期　日 ８月 15 日㈯ ８月 14 日㈮
～８月 15 日㈯　

会　場 県立福岡武道館
　[ 福岡市中央区 ]　

日本武道館
[ 東京都 ]

募集人員 ９００名 １１２名

参加資格
先の大戦における福岡県出身の
戦没者及び一般戦災死没者の遺
族で本県に居住している方

（三親等以内の親族を優先）

①　先の大戦における戦没者、一般戦災死
　　没者及び原爆死没者の遺族で本県に
　　居住している方
　　（三親等以内の親族を優先）
②　過去に参加したことのない方
③　２日間の行程に十分耐えられる体力を
　　有し、団体行動がとれる方

参加費用等 無料 ( 会場までの交通費は自己負担 )

※参列遺族全員の献花を予定
旅費の一部補助あり

差額は本人負担

申込期限 ６月１日㈪ ６月１日㈪

問い合わせ先

福祉課 福祉係
電話：０９４７‒ ６３‒ ３００４
FAX：０９４７‒ ６３‒ ３８１３

または福岡県保護・援護課
電話：０９２‒ ６４３‒ ３３０１
FAX：０９２‒ ６４３‒ ３３０６

○戦没者及び一般戦災死没者遺族
福祉課 福祉係
電話：０９４７‒ ６３‒ ３００４
FAX：０９４７‒ ６３‒ ３８１３
または福岡県保護・援護課
電話：０９２‒ ６４３‒ ３３０１
FAX：０９２‒ ６４３‒ ３３０６

○原爆死没者遺族
福岡県原爆被害者相談所
電話：０９２‒ ６３１‒ １５０８
FAX：０９２‒ ６３１‒ １５０９

  ゴミの出し方についてもう一度考えてみてください

町の指定ゴミ袋に入れられていな
い、放置されたゴミ、このようなゴ
ミの出し方は不法投棄と同じです。

町の指定ゴミ袋に入れているが、分
別がまったくなされていないゴミ。
必ず分別をして、ゴミを出してくだ
さい。

　町民の皆様が生活していく上で、どうしても発生するのがゴミです。ゴミの出し方を間違っ
てしまうと収集ができず、ゴミで溢れた住み心地の悪い町になってしまいます。
　ゴミを出す前に、分別しているか、町指定のゴミ袋にいれているかなど確認し、正しくゴ
ミをだしましょう。

国民健康保険税の負担が軽くなる場合があります

７割軽減 　世帯の所得の合計が３３万円以下

５割軽減 　世帯の所得の合計額が
　３３万円＋２８万５千円× ( 被保険者数＋特定同一世帯所属者数 ) 以下

２割軽減 　世帯の所得の合計額が
　３３万円＋５２万円× ( 被保険者数＋特定同一世帯所属者数 ) 以下
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【 社協だより 】
　福岡県社会福祉協議会では、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休業や失業等により
生活資金でお悩みの方に向けて、生活福祉資金のうち以下の資金について特例貸付を実施して
います。

vol.12

DVD　　　　　　　　　　　　　　　　　
●泣くな赤鬼 　　　　 　   　　　　　　　     兼 重淳 　監    
●ドリーム   　　　       　　　 セオドア・メルフィー 　監    
●トムとジェリー 夢のチョコレート工場　  スパイク・ブラント 　監
C D 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
●Traveler     　　　　　 OFFICIAL HIGE DANDISM　　
●サン・マルコの恋人      ジェット・ストリーム・オーケストラ　　
●HEROES　　　       　　　　　　　　  　甲斐バンド　　

一般書
● 清く貧しく美しく　　　　 　　　 　 石田 衣良   著 
● 花咲小路一丁目の髪結いの亭主　　　小路 幸也   著 
● いちばんおいしい野菜の食べ方  　　飛田 和緒   著
児童書
●おなら大百科 への本 　 　　     オナラファクトリー    著
●いちにのさんぽ　　  　 　 　 ひろかわ さえこ    作
●きみがいないと　　　  　          　　       ボブ・ディラン    作

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

※そのほか、多数入庫しています

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

　

クローズ・アップ

−陸上自衛隊への道−

　３月１８日（水）今任小学校第６６回卒業証書授与式を
行いました。進学する中学校の真新しい制服に身を包んだ
６年生は、この１年間「かしこく　やさしく　たくましい」
今任小学校のリーダーとして頑張ってくれました。令和元
年度卒業式は、元号が平成から令和に変わって初めての
記念すべき卒業式でした。残念ながら新型コロナウィルス
感染防止への対応として、３０分程度の短縮した簡素な卒
業式となりました。そのような中でも児童は、背筋をぴん
と伸ばし凛とした態度で卒業式に臨むことができました。

　卒業式に出席した教育委員会の方々から、児童の態度
は立派だったと賞賛の言葉をいただきました。６年生担任
木下直哉先生と共に頑張ってきた６年生の総まとめとなる
素晴らしい卒業式に感動させられました。

問教育課 学校教育係  ☎63・3110

感動の卒業式 ６年生が旅立ちました

教 育 信通 今 校学任 小

守るということ

徳
とくしげ

重 章
あ き と

人さん（左）原
は ら だ

田 雅
ま さ と

斗さん（右）

　６月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を募集
します。次回の締め切りは５月15日金です。
問総務企画財政課 広報係　☎63・3000

▲代表児童への卒業証書授与

▲卒業生と担任の先生　最後の写真

▲卒業式に臨む児童

●自衛官を目指すようになったきっかけは？
徳重さん：昔から体を動かすことが好きで、それを人
の役に立てたいと思ったからです。
原田さん：施設の先輩の体験談を聞いて、なりたいと
思いました。

●趣味と今後の目標について
徳重さん：小学校の頃からずっと野球をしています。
目標は、ずっと自衛隊で働くことで、日本を守り続け
ることです。
原田さん：４歳のころからサッカーをしています。目
標は、災害派遣などで人を守れるようになりたいと思っ
ています。

　３月13日、大任町内から自衛隊に入隊する徳重章人
さんが役場を訪れ、永原町長に入隊のあいさつをしま
した。原田雅斗さんは残念ながら出席が出来なかった
ため、後日インタビューを行いました。
　お二人は、自衛隊飯塚駐屯地で3カ月の教育期間を終
えたのち、部隊に配属されます。
　徳重さんは「元気に明るく頑張りたいと思います」、
原田さんは「人を守れるように精一杯努めます」とそ
れぞれ決意を語ってくれました。
　決意表明を受けた永原町長は、「我が大任町から２名
の方が入隊ということで嬉しく思います。厳しい世界
情勢の中、自衛隊の持つ役割は大変重要なものです。
誇りをもって頑張っていただきたいと思います」と激
励しました。ここからはインタビューの一部をご紹介
します。

く ん ３歳
Ｈ29年５月18日生まれ

秋 永・男の子

問大任町社会福祉協議会　☎63・4828

臨時休室延長のお詫び
　 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡
大 防 止 の た め、 ５ 月 ６ 日 ま
で 臨 時 休 室 を 延 長 し ま し た。
　 ま た、 開 室 す る 場 合 の み 大 任
町 社 会 福 祉 協 議 会 ホ ー ム ペ ー
ジ に て お 知 ら せ い た し ま す。
　楽しみにしていた利用者の皆さまに
は、　大変申し訳ございませんが、ご
理解・ご協力をお願いいたします。　
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■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０

●物件事故    12 件 （32 件）
●人身事故    ３ 件 （６件）
●死亡者数    ０ 件 （０件）
●負傷者数    ６ 件 （10 件）

（　）内は令和２年の累計

交通事故発生状況（３月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　ＡＴＭを操作してお金が戻ってくる
ことは絶対にありません。
　電話でお金の話をされたら詐欺と
疑ってください。

町内犯罪発生状況（３月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい １件

空き巣・忍び込みなど ０件

 ５月行事予定表 皐月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 27 28 29 昭和の日 30 １ ２
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

３ 憲法記念日 ４ みどりの日 ５ こどもの日 ６ 振替休日 ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16
子育て相談
(対象者個別通知)

【集会室 ９時30分〜
16時30分】
※要予約

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【多目的13時30分〜
14時30分】

２カ月児
親子家庭訪問
(対象者個別通知)

【対象者自宅】
※要予約

17 18 19 20 21 22 23
花植えボラン
ティア

【レインボーホール 
９時～】
※詳細は15ページ

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児
対象者個別通知)

【集会室13時30分〜
14時30分】

24 25 26 27 28 29 30
ロコモ若返り
教室

【集会室 13時30分〜
15時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

 31

（令和２年３月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,634 人  （－ 26）    771 人 （－１） 2,405 人 （－ 27）

女 1,662 人   （－７） 1,162 人 （＋７） 2,824 人  （±０）

計 3,296 人 （－ 33） 1,933 人 （＋６） 5,229 人 （－ 27）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,576 世帯（－３） 

★
編
集
室

　
日
々
状
況
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
つ
い
に
前
代
未
聞

と
な
る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
ま

し
た
。
も
と
も
と
イ
ン
ド
ア
派
の
私
で

し
た
が
、
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
を
受

け
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
ア
な
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
人
と
の
接
触
を
８

割
減
ら
し
て
も
、
終
息
ま
で
２
年
か
か

る
と
の
推
計
も
出
て
い
ま
す
。
去
年
ま

で
、
平
穏
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
が
、
ま
さ
か
こ
ん
な
事
態
に
な
る
と

は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
や
は
り
こ
れ
か
ら
は
自
給
自
足
だ
と

思
っ
た
私
は
、
ベ
ラ
ン
ダ
で
ヤ
ン
グ

コ
ー
ン
と
オ
ク
ラ
の
栽
培
を
始
め
て
み

ま
し
た
。
は
や
く
芽
が
出
な
い
か
な
と

毎
朝
観
察
し
て
い
ま
す
が
、
あ
ざ
笑
う

か
の
よ
う
に
出
な
い
芽
に
や
き
も
き
し

な
が
ら
、
忍
耐
力
の
大
事
さ
に
気
づ
く

私
で
す
。（
研
策
）

◆
今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
お
お
と
う
観
光
農

園
で
栽
培
し
て
い
る
マ
ン
ゴ
ー
の
写
真

で
す
。
毎
年
５
月
中
旬
に
出
荷
し
、
大

任
町
の
５
月
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　５月17 日、レインボーホールを会場に毎年恒例の花植えを行いま
すので、町民の皆さんのご参加をお願いします。
■とき　５月17 日日　午前９時～（２時間程度を予定） ※小雨決
行
■ところ　レインボーホール　
■作業内容　チューリップの球根抜き、ポーチュラカとマリーゴー
ルドの植え付け
※抜いた球根は花植え作業終了後に持ち帰りください
※当日は軍手や道具を持参し、作業しやすい服装で参加ください
問レインボーホール　☎ 63・4832
※新型コロナウイルスの影響により中止となる場合には、町
内放送や町ホームページ等でお知らせします

花いっぱいの町をみんなの手で
花植えボランティア

5/17
日

開催

６月１日月
固定資産税

第１期納期限
軽自動車税

納期限

新型コロナウイルスの影響によ
り、変更がある場合は、ホーム
ページ等でお知らせします。

町内施設等の対応について

大任町役場コミュニティセンター
大任町公民館
大任レインボーホール（ホールおよび図書室）

B&G 海洋センター体育館
上屋付多目的広場
町民野球場
自然の森キャンプ場
町民グラウンド
今任町民会館（貸出のみ中止）
島台隣保館（貸出のみ中止）
子育て支援センター
サボテンハウス
ふるさと館おおとう

下記の施設については、令和２年５月６日
まで貸出および使用を中止します。（４月
23 日時点）

※今後の状況により、変更がありましたら
大任町ホームページに掲載します。

イベントの中止について

チャレンジデー 2020（5 月 27 日）

下記のイベントは、中止します。（４月 23
日時点）

※今後の状況により、変更がありましたら
大任町ホームページに掲載します。

問大任町新型コロナウイルス感染症対策本部
☎63‒3000

新型コロナウイルスに関連し
た感染症対策に関する対応に
ついて
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おおとう
　　議会報告

2020

３
輝きに満ちた町を目指して

議会本会議 令和２年３月定例会が３月
９日から 12 日までの４日間の
日程で開会されましたので、そ
の審議内容と結果をご報告い
たします。

９日開会（審議経過）

記

　３月　９日　  議会本会議 （出席 10 名、欠席１名）
　　　　　　 （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決、同意等）
　３月　10 日　 総務常任委員会 （専決処分の承認を求めることについて等の審査）
　３月　11日　 地域振興常任委員会 （大任町印鑑条例の一部を改正する条例について等の審査）
　３月　12 日　 議会本会議 （出席 11名、欠席０名）
　　　　　　 （各常任委員会委員長報告の議案審議と採決）

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　

今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議

員
に
は
２
番
、
丹
村
咲
男
君
及
び
３

番
、
毛
利
英
文
君
を
指
名
し
ま
す
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

〈
全
員
異
議
な
し
で
、
３
月
９
日
か

ら
３
月
12
日
ま
で
の
４
日
間
と
す
る

こ
と
に
決
定
〉

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告
（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

○
今
回
、
請
願
、
陳
情
、
意
見
書
の

提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
、一
般
質
問
の
提
出
は
あ
り
ま
せ

ん
。

３
、
系
統
議
長
会
関
係

○
令
和
２
年
２
月
３
日
、「
福
岡
県

介
護
保
険
広
域
連
合
議
会
第
１
回

定
例
会
出
席
、
そ
の
内
容
は
、
令

和
元
年
度
補
正
予
算
第
１
号
に
つ
い

て
、
専
決
処
分
の
承
認
、
広
域
連

合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
ほ
か
７
件
に
つ
い
て
審
査
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
令
和
２
年
２
月
12
日
、
全
国
過
疎

地
域
自
立
促
進
連
盟
第
１
４
０
回
理

事
会
出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、「
令
和
２
年
度
事

業
計
画
案
及
び
予
算
案
」、「
過
疎
対

策
の
新
た
な
対
応
策
に
関
す
る
調
査

研
究
会
」
の
報
告
を
受
け
、
事
業
計

画
案
及
び
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
原

案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
２
年
２
月
20
日
、
福
岡
県
町

村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
令
和
元
年
度
会
務

報
告
、
平
成
30
年
度
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
ほ
か
３
件
に
つ
い
て
審
査

し
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　

  　
（
委
員
長　

松
下
太
）

○
３
月
定
例
議
会
に
向
け
て
の
議
会

運
営
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
会
期
に
つ
い
て
は
、

３
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
の
４
日
間

と
す
る
こ
と
で
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
提
出
議
案
は
、「
議
案
第
１
号

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
令
和
元
年　
専
決
第
３

号　
大
任
町
ラ
ン
ド
セ
ル
購
入
助
成

金
支
給
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」
か
ら
、「
議
案
第
22
号　

令

和
２
年
度
大
任
町
水
道
事
業
会
計

予
算
に
つ
い
て
」
ま
で
の
22
議
案
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
各
常
任
委
員
会
へ

付
託
す
る
こ
と
に
し
、同
意
第
１
号
、

同
意
第
２
号
「
大
任
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」、

「
大
任
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の

選
挙
に
つ
い
て
」
及
び
「
大
任
町
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
の
補
充
員
の
選

挙
に
つ
い
て
」
の
４
議
案
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
括
議
題
と
し
て
、
本
日

の
会
議
で
採
決
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

○
今
回
受
理
し
た
請
願
、
陳
情
等

に
よ
る
意
見
書
の
提
出
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

今
回
、
一
般
質
問
の
提
出
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員　

　
　
　
　
　
　
　

     （
坂
本
年
行
）

○
２
月
26
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

令
和
２
年
第
１
回
福
岡
県
田
川
地
区

消
防
組
合
議
会
定
例
会
に
つ
い
て
、

報
告
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
議
案
第
１
号
、

福
岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
会
計

年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
そ
の

内
容
は
、
４
月
１
日
か
ら
の
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
に
伴
い
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
、
費
用

弁
償
及
び
旅
費
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
審
議
の
結

果
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
２
号
、
福
岡
県
田

川
地
区
消
防
組
合
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
は
、
人
事
院

勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与

改
定
状
況
等
を
勘
案
し
、
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
３
号
、
令
和

元
年
度
福
岡
県
田
川
地
区
消
防

組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
３
百
14
万
７
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

22
億
８
千
１
４
２
万
５
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
議
案
第
４
号
、
令
和
２

年
度
福
岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
一

般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
25
億
３
千
６
百
64
万
６
千

円
と
す
る
も
の
で
、
審
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員               （
毛
利
英
文
）

○
令
和
元
年
12
月
20
日
に
開
会
さ
れ

ま
し
た
、
令
和
元
年
田
川
郡
東
部
環

境
衛
生
施
設
組
合
議
会
第
３
回
定
例

会
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
組
合
長
よ
り
、

し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立
処

分
施
設
の
整
備
に
係
る
現
在
ま
で
の

経
過
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
６
号
、
田
川
郡
東

部
環
境
衛
生
施
設
組
合
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用

弁
償
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
で
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
７
号
、
田
川
郡
東

部
環
境
衛
生
施
設
組
合
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
人
事
院
勧
告
等
に

伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
８
号
、
令
和
元

年
度
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設

組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
76
万
７
千

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
億
37
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
、

審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
認
定
第
１
号
、
平
成
30

年
度
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設

組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
で
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　

以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
日
程
第
４
～
日
程
第
29

　
議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及

び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

●
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
）

・
議
案
第
１
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
元

年
専
決
第
３
号　
大
任
町
ラ
ン
ド
セ

ル
購
入
助
成
金
支
給
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
２
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
２

年
専
決
第
１
号　

令
和
元
年
度
大

任
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
３
号　

大
任
町
附
属
機
関

設
置
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
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保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
議
案
第
14
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
15
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
16
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
17
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て・
議
案
第
19
号　

令
和
２
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
20
号　

令
和
２
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
21
号　

令
和
２
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
22
号　

令
和
２
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
常
任
委
員
会
に
付
託
せ
ず
即
決
し

た
議
案
）

　
日
程
第
26

・
同
意
第
１
号　

大
任
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
任
期
満
了
に
伴
い
奥
田

て・
議
案
第
４
号　

公
益
的
法
人
等
へ

の
大
任
町
職
員
の
派
遣
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
議
案
第
５
号　

大
任
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
６
号　

特
別
職
の
職
員
で

常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
議
案
第
７
号　

議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て・
議
案
第
11
号　
大
任
町
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
12
号  

大
任
町
総
合
運
動

公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て・
議
案
第
13
号  

令
和
元
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
18
号  

令
和
２
年
度
大
任

町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
議
案
）　

・
議
案
第
８
号　

大
任
町
印
鑑
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
９
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
議
案
第
10
号　
大
任
町
特
定
教
育・

一
成
氏
を
再
任
す
る
も
の
で
す
。

　
質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

日
程
第
27

・
同
意
第
２
号　

大
任
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て　

　
内
容
は
、
任
期
満
了
に
伴
い
佐
々

木
武
義
氏
を
新
た
に
選
任
す
る
も
の

で
す
。

　
質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

日
程
第
28

　
大
任
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の

選
挙
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
地
方
自
治
法
第
１
１
８

条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
名
推

選
に
よ
り
、
梶
原
忠
雄
氏
、
奥
田
一

成
氏
、
福
永
れ
い
子
氏
、
有
吉
靖
子

氏
が
当
選
。

日
程
第
29

　
大
任
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の

補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
地
方
自
治
法
第
１
１
８

条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
名
推

選
に
よ
り
、
三
宅
力
氏
、
清
藤
昭
光

氏
、
西
藤
弘
幸
氏
、
藤
井
遥
氏
が
当

選
し
、
補
充
員
の
順
序
は
、
当
選
の

順
位
に
決
定
す
る
も
の
で
す
。

　
以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て

終
了
し
散
会
し
ま
し
た

総務常任委員会
10 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　

坂
本　

年
行

●
副
委
員
長

　
　

永
原　

学

●
委　

員

　
　

田
中　

良
幸

●
委　

員

　
　

松
下　

太

●
委　

員

　
　

宮
本　

孝 

一

審
査
内
容

・
議
案
第
１
号　

専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令

和
元
年
専
決
第
３
号　

大
任
町
ラ

ン
ド
セ
ル
購
入
助
成
金
支
給
に
関

す
る
条
例
の
制
定
）

　

内
容
は
、
小
学
校
新
入
学
児
を

対
象
と
し
た
ラ
ン
ド
セ
ル
支
給
事

業
に
伴
い
、
入
学
児
へ
の
祝
い
と

保
護
者
等
へ
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
目
的
に
助
成
金
３
万
円
を
支

給
す
る
も
の
で
、
そ
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
条
例
を
制
定
し
専
決

処
分
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
効
力

は
本
年
３
月
31
日
ま
で
。
な
お
、

令
和
２
年
度
か
ら
は
現
物
支
給
の

み
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

ラ
ン
ド
セ
ル
は
毎

年
支
給
し
、
３
万
円
の
現
金
支
給

は
今
年
度
だ
け
で
す
ね
。

○
教
育
課
長　

は
い
、
ご
指
摘
の

と
お
り
で
あ
り
ま
し
て
、
現
金
支

給
は
今
年
度
限
り
の
特
別
措
置
で

す
。

〈
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員
異

議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
２
号　

専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令

和
２
年
専
決
第
１
号　

令
和
元
年

度
大
任
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
）

　

内
容
は
、
昨
年
末
に
見
込

み
を
上
回
る
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
追

加
補
正
す
る
も
の
で
、
既
定
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
６
千
４
百
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

59
億
８
千
８
百
５
万
１
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。
歳
入
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
る
寄
附
金
を
追
加
、

歳
出
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る

返
礼
品
な
ど
の
経
費
を
差
引
い
た

も
の
を
基
金
と
し
て
積
立
て
る
た

め
専
決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

○
米
丸
議
長　

返
礼
品
は
ど
ん
な

も
の
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
企
画
係
長　

福
岡
県
が
広
域
返
礼
品
と
し
て
、

辛
子
明
太
子
や
も
つ
鍋
な
ど
17
品

目
を
新
た
に
登
録
し
、
そ
れ
を
受

け
、
本
町
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

イ
ト
に
登
録
し
た
辛
子
明
太
子
が

多
額
の
寄
附
を
集
め
る
要
因
と
な

り
、
返
礼
品
の
９
割
近
く
を
占
め

て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
返
礼
品
は
、

に
ん
に
く
食
品
の
加
工
品
、
道
の

駅
の
温
泉
券
等
で
す
。

〈
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員
異

議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
３
号　

大
任
町
附
属
機

関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

内
容
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
法
律
又
は
条
例
以
外
の

規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
審
議
会

等
（
大
任
町
農
業
振
興
促
進
協
議

会
ほ
か
５
機
関
）
を
附
属
機
関
と

す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

附
属
機
関
の
人
数

や
構
成
員
な
ど
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
。

○
統
括
総
務
企
画
財
政
課
長　

構

成
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員
異

議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
４
号　

公
益
的
法
人
等

へ
の
大
任
町
職
員
の
派
遣
等
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
地
方
自
治
法
及
び
地

方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
関
す

る
条
例
の
規
定
整
備
を
行
う
も
の

で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
５
号　

大
任
町
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
の
開
始
に
伴
い
、
期
末
手
当
、

勤
勉
手
当
の
条
文
の
整
備
を
行
う

た
め
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
６
号　

特
別
職
の
職
員

で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
伴
い
、
特
別
職
の
期
末
手
当

の
率
を
変
更
し
、
そ
の
他
の
事
項

に
つ
い
て
は
職
員
の
例
に
よ
る
こ

と
を
追
加
す
る
条
例
の
一
部
改
正

で
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

特
別
職
だ
け
で
一

般
職
な
ど
は
対
象
と
な
ら
な
い
の

で
す
か
。

○
統
括
総
務
企
画
財
政
課
長　

こ

の
後
の
関
連
議
案
で
お
諮
り
願
う

の
で
す
が
、
議
員
に
つ
い
て
も
期

末
手
当
の
率
を
変
更
し
ま
す
が
、

一
般
職
に
つ
い
て
は
国
家
公
務
員

に
準
ず
る
率
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
7
号　

議
会
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

内
容
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
伴
い
、
議
会
議
員
の
期
末
手

当
の
率
を
変
更
し
、
そ
の
他
の
事

項
に
つ
い
て
は
職
員
の
例
に
よ
る

こ
と
を
追
加
す
る
条
例
の
一
部
改

正
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
11
号　

大
任
町
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

内
容
は
、
児
童
福
祉
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

支
援
員
（
み
な
し
支
援
員
）
に
係

る
認
定
資
格
研
修
の
経
過
措
置
期

間
を
１
年
間
延
長
す
る
改
正
で
あ

り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
12
号　

大
任
町
総
合
運

動
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

内
容
は
、
福
岡
県
宿
泊
税
条
例

施
行
に
伴
い
４
月
１
日
か
ら
大
任

町
自
然
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
の
宿
泊

利
用
者
か
ら
１
人
あ
た
り
２
０
０

円
の
宿
泊
税
を
徴
収
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
13
号　

令
和
元
年
度
大

任
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
か
ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
８
千
２
百
96
万
６
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

59
億
５
百
８
万
５
千
円
と
す
る
も

の
で
、
地
方
債
の
補
正
は
過
疎
対

策
事
業
債
を
減
額
し
、
学
校
教
育

施
設
等
整
備
事
業
債
を
新
た
に
計

上
。
翌
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
る
繰

越
明
許
費
は
、
物
産
館
等
整
備
事

業
ほ
か
５
事
業
で
、
歳
入
の
主
な

も
の
は
、
地
方
交
付
税
の
追
加
、 

町
営
住
宅
建
て
替
え
等
に
よ
る
交

付
金
の
確
定
に
伴
う
減
額
、
小
・

中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
情
報
通
信
等
整

備
費
補
助
金
の
追
加
な
ど
差
引
き

減
額
補
正
。
歳
出
で
は
、
小
中
学

校
に
配
備
す
る
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
購
入
費
な
ど
を
追
加
、
障
害
者

給
費
等
、
保
育
所
措
置
費
委
託
料
、

町
営
住
宅
建
設
等
の
入
札
執
行
残

な
ど
に
よ
る
減
額
を
差
引
き
減
額

補
正
と
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
18
号　

令
和
２
年
度
大

任
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

内
容
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

55
億
５
千
百
42
万
５
千
円
と
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地域振興常任委員会
11 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　

奥
永　

明
正

●
副
委
員
長

　

佐
々
木　

正
憲

●
委　

員

　

丹
村　

咲
男

●
委　

員

　

毛
利　

英
文

●
委　

員

　

次
谷　

隆
澄

す
る
も
の
で
、
前
年
度
と
比
べ

２
億
４
百
18
万
８
千
円
の
増
額
予

算
で
、
一
時
借
入
金
の
最
高
額
は

８
億
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。
前

年
度
に
対
し
増
額
と
な
っ
て
い
る

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
住
宅
使
用

料
、
保
育
所
措
置
費
・
障
害
者
福

祉
費
・
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事

業
費
、
今
任
小
学
校
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
施
設
整
備
ほ
か
、
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
、

今
任
町
民
会
館
建
替
え
、
国
土
調

査
、
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防

災
減
災
に
係
る
補
助
金
、
基
金
利

子
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
、
介

護
予
防
地
域
支
援
事
業
負
担
金
な

ど
で
、
減
額
と
な
っ
て
い
る
主
な

も
の
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
、
国
民
健
康
保
険
基
盤
安
定

負
担
金
、
事
業
計
画
の
見
直
し
や

事
業
量
の
減
少
に
よ
る
過
疎
対
策

事
業
債
、
公
営
住
宅
建
設
事
業
債

で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
、
増
額
と
な
っ

て
い
る
主
な
も
の
は
、
社
会
福
祉

総
務
費
、
老
人
福
祉
費
、
隣
保
館

運
営
費
、
国
民
健
康
保
険
事
務
費
、

児
童
措
置
費
、
し
尿
じ
ん
芥
処
理

費
、
土
地
改
良
事
業
費
、
国
土
調

査
費
、橋
梁
維
持
費
、消
防
施
設
費
、

教
育
委
員
会
費
、
社
会
教
育
総
務

費
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

の
開
始
に
伴
う
そ
れ
ぞ
れ
の
人
件

費
で
す
。
前
年
度
と
比
較
し
て
、

減
額
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
物
産

館
等
整
備
事
業
費
、
道
路
整
備
費
、

住
宅
建
設
費
及
び
改
良
住
宅
建
設

費
、
公
民
館
費
、
学
校
給
食
費
な

ど
で
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

物
産
館
子
ど
も
広

場
整
備
事
業
は
今
年
度
行
い
ま
す

か
。

○
産
業
経
済
課
長　

子
ど
も
広
場

の
遊
具
に
つ
い
て
は
、
公
募
に
よ

る
優
先
交
渉
権
者
と
現
在
協
議
中

で
あ
り
、
進
展
が
あ
り
ま
し
た
ら

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
松
下
委
員　

森
山
橋
工
事
請
負

費
は
新
規
に
行
う
も
の
で
す
か
。

○
事
業
課
長　

大
任
中
央
線
道
路

に
架
か
っ
て
い
る
橋
の
改
修
工
事

で
す
。

○
松
下
委
員　

学
校
施
設
長
寿
命

化
計
画
策
定
業
務
委
託
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
。

○
教
育
課
長　

町
で
は
町
有
施
設

の
総
合
管
理
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
が
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用

し
て
、
今
後
教
育
施
設
の
改
修
等

行
う
場
合
は
学
校
施
設
等
長
寿
命

化
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
た
め
令
和
２
年
度
中
に
計

画
策
定
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
外

部
委
託
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
松
下
委
員　

今
任
小
学
校
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
行
い
ま
す

か
。

○
教
育
課
長　

現
在
プ
レ
ハ
ブ
を

設
置
し
29
名
の
児
童
が
在
籍
し
て

い
ま
す
が
、
厚
生
労
働
省
の
基
準

ぎ
り
ぎ
り
の
広
さ
で
あ
る
た
め
、

小
学
校
敷
地
内
に
新
た
な
プ
レ
ハ

ブ
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

○
米
丸
議
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
と
し
て
、
町
に
は
マ
ス

ク
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
を
し
て
い
ま

す
か
。

○
統
括
総
務
企
画
財
政
課
長　

地

元
企
業
の
方
か
ら
２
千
枚
の
マ
ス

ク
の
寄
付
が
あ
っ
て
お
り
、
そ
れ

を
備
蓄
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

○
米
丸
議
長　

現
在
マ
ス
ク
の
入

手
が
困
難
な
た
め
妊
婦
や
小
学
生

な
ど
に
配
布
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

○
統
括
総
務
企
画
財
政
課
長　

新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
た
の
で
、
そ
こ

で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

〈
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員
異

議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
第
30
回
花
と
し

じ
み
の
里
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
・

花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

中
止
、
町
内
小
中
学
校
の
臨
時
休

校
、
卒
業
式
の
来
賓
の
参
加
見
送

り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
２
０

の
中
止
及
び
入
学
式
の
日
時
に
つ

い
て
書
面
で
報
告

※
総
務
企
画
財
政
課　

地
方
創
生

推
進
交
付
金
事
業
の
効
果
検
証
に

つ
い
て
資
料
配
付

※
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組

合　

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
完

成
パ
ー
ス
図
の
配
付

　

以
上
で
総
務
常
任
委
員
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

審
査
内
容

・
議
案
第
８
号　
大
任
町
印
鑑
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
印
鑑
登
録
証
明
事
務

処
理
要
領
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、

登
録
資
格
の
「
成
年
被
後
見
人
」

を
「
意
思
能
力
を
有
し
な
い
者
」

に
改
め
る
も
の
の
ほ
か
、
登
録
申

請
の
確
認
、
登
録
印
鑑
の
規
制
、

登
録
原
票
や
登
録
証
の
交
付
や
再

交
付
な
ど
に
つ
い
て
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

○
丹
村
委
員　

ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
の
か
説
明
願
い
た
い
。

〇
住
民
課
戸
籍
衛
生
係
長　

主
な

改
正
は
、
成
年
被
後
見
人
が
印
鑑

登
録
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ

に
加
え
て
電
算
化
等
に
併
せ
た
条

例
改
正
で
す
。

○
丹
村
委
員　

成
年
被
後
見
人
に

つ
い
て
具
体
的
に
。

〇
住
民
課
長　

家
庭
裁
判
所
の
審

判
に
よ
り
支
援
を
受
け
た
者
。
意

思
能
力
の
低
い
人
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

○
住
民
課
副
課
長　

精
神
障
害
や

認
知
症
に
よ
り
、
自
分
で
生
活
が

で
き
な
い
方
を
支
援
す
る
た
め
、

家
庭
裁
判
所
で
後
見
開
始
の
審
判

を
受
け
て
、
選
任
さ
れ
た
後
見
人

が
本
人
に
代
わ
っ
て
行
政
手
続
な

ど
生
活
上
の
手
続
き
を
行
う
制
度

で
す
。

〈
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員
異

議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
９
号　
大
任
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
法
施

行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
４
月
１

日
よ
り
課
税
限
度
額
及
び
軽
減
判

定
基
準
額
が
一
部
引
き
上
げ
ら
れ

る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

○
丹
村
委
員　

世
帯
の
範
囲
は
ど

れ
く
ら
い
で
す
か
。

〇
福
祉
課
課
長
補
佐　

世
帯
の
所

得
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
に
よ
っ

て
判
断
さ
れ
ま
す
。
１
世
帯
何
人

家
族
で
あ
ろ
う
と
も
、
33
万
円
プ

ラ
ス
28
万
５
千
円
か
け
る
家
族
数

で
計
算
さ
れ
ま
す
。

〈
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員
異

議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
10
号　

大
任
町
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
の
改
正
に
よ
り
、
３
歳
以
上

の
子
ど
も
の
給
食
費
に
要
す
る
主

食
・

副
食
費
の
費
用
負
担
や
都
市
部
の

待
機
児
童
解
消
に
よ
る
基
準
緩
和

に
合
わ
せ
て
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
14
号　
令
和
元
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
か
ら
百
29
万
８
千
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
億
５
千
８
百
26
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、
保

険
給
付
費
等
交
付
金
の
額
の
確
定

に
伴
う
減
額
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
、

過
年
度
分
事
業
費
納
付
金
を
追
加

し
、
保
健
衛
生
普
及
費
及
び
保
健

指
導
事
業
費
の
減
額
を
差
引
減
額

補
正
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
15
号　
令
和
元
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
か
ら
、
歳
入
歳
出

２
百
35
万
４
千
円
を
減
額
し
、
歳

入
歳
出
６
千
７
百
20
万
８
千
円
と

す
る
も
の
で
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、

特
別
徴
収
保
険
料
、
一
般
会
計
繰

入
金
、
雑
入
の
減
額
で
あ
り
、
歳

出
に
つ
い
て
は
、
長
寿
・
健
康
増
進

事
業
費
、
広
域
連
合
納
付
金
を
減

額
す
る
減
額
補
正
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
16
号　
令
和
元
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋

立
処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
億
３
千
４
百
80
万
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

62
億
２
千
４
百
98
万
９
千
円
と
す

る
も
の
で
、
地
方
債
補
正
で
は
、
過

疎
対
策
事
業
債
の
減
額
、
翌
年
度

に
繰
り
越
す
繰
越
明
許
費
は
、
玉

川
集
会
所
整
備
事
業
ほ
か
1
件
で
、

歳
入
に
つ
い
て
は
、
計
画
変
更
に
伴

う
過
疎
対
策
事
業
債
の
減
額
、
歳

出
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
の
追
加

と
公
民
館
整
備
事
業
の
見
直
し
に

よ
る
減
額
、
東
部
縦
幹
２
号
線
道

路
整
備
事
業
費
の
追
加
、
ご
み
焼

却
施
設
整
備
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
費
の
減
額
を
差

引
き
、
減
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
17
号　
令
和
元
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

　

内
容
は
、
収
益
的
収
入
及
び
支

出
に
１
百
87
万
４
千
円
を
追
加
す

る
も
の
で
、
消
火
栓
の
老
朽
化
に

伴
う
受
託
工
事
な
ど
の
収
入
と
水

道
水
の
薬
品
費
及
び
水
道
基
金
の

積
立
に
伴
う
支
出
の
追
加
で
あ
り
、

翌
年
度
に
繰
り
越
す
繰
越
明
許
費

は
、
導
水
管
移
設
受
託
事
業
及
び

浄
水
場
施
設
改
良
事
業
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
19
号　
令
和
２
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
億
５
千
２
百
12
万
４
千
円
と

す
る
も
の
で
、
前
年
度
と
比
べ

３
千
７
百
74
万
８
千
円
の
増
額
予

算
と
な
っ
て
お
り
、
一
時
借
入
金
の

最
高
額
は
、
２
億
円
と
す
る
も
の

で
す
。
歳
出
に
つ
い
て
、
前
年
度

予
算
と
比
べ
増
額
と
な
っ
て
い
る

主
な
も
の
は
、
総
務
管
理
費
、
保

険
給
付
費
の
療
養
諸
費
及
び
高
額

療
養
費
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費

納
付
金
の
医
療
給
付
費
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
で

あ
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
、
減
額

と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
保
健
衛
生

普
及
費
、
償
還
金
及
び
還
付
加
算

金
、
前
年
度
繰
上
充
用
金
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
20
号　
令
和
２
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
千
９
百
18
万
５
千
円
と
す
る
も

の
で
、
前
年
度
と
比
べ
16
万
９
千

円
の
減
額
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
一

時
借
入
金
の
最
高
額
は
２
千
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。
歳
出
の
主
な

も
の
は
、
長
寿
・
健
康
増
進
事
業

費
が
減
額
、
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
納
付
金
の
増
額
で
あ
り
ま

す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
21
号　
令
和
２
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋

立
処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
、
歳
入
歳
出

94
億
１
千
５
百
52
万
９
千
円
と

す
る
も
の
で
、
前
年
度
と
比
べ
、

14
億
５
千
２
百
36
万
６
千
円
の
増

額
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
債

は
、
過
疎
対
策
事
業
債
ほ
か
１
件

で
、
一
時
借
入
金
の
最
高
額
を
50
億

円
と
定
め
る
も
の
で
す
。
歳
出
に

つ
い
て
、
前
年
度
と
比
べ
増
額
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
道
路
整
備
事
業

費
、
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業
費
、

埋
立
処
分
施
設
建
設
費
、
公
債
費

の
利
子
で
あ
り
、
前
年
度
よ
り
も
、

減
額
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
一
般
管

理
費
、
汚
泥
再
生
処
理
施
設
建
設

費
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
費
、
一
般
会
計
繰
出
金
等

で
す
。

質
疑
＆
回
答
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議 会 本 会 議
12 日開会（審議経過）

︽
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
︾　

　
議
会
で
は
皆
様
方
の
生

活
に
直
結
す
る
予
算
な
ど

が
審
議
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
方
々
に
議
会
審
議

を
傍
聴
し
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
な
お
、
次
回
の
定
例
会

は
令
和
２
年
６
月
の
予
定

で
す
。

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長　

次
谷　

隆
澄

●
委　

員　

坂
本　

年
行

●
委　

員　

永
原　

学

●
委　

員　

奥
永　

明
正

●
委　

員　

佐
々
木　

正
憲

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
22
号　
令
和
２
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
収
益
的
収
入
及

び
支
出
の
予
定
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
億
６
千
４
百
96
万
５
千
円
と

す
る
も
の
で
、
資
本
的
収
入
を

３
千
円
と
し
、
資
本
的
支
出
額

４
千
２
百
19
万
３
千
円
に
対
し
て

不
足
す
る
額
４
千
２
百
19
万
円
に

つ
い
て
は
、
過
年
度
分
及
び
当
年

度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て

ん
す
る
も
の
で
す
。
一
時
借
入
金
の

限
度
額
は
５
億
円
と
定
め
る
も
の

で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

　

以
上
で
、
付
託
さ
れ
た
議
案
審

議
は
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

　

内
容
は
、
総
務
常
任
委
員
会
と

同
じ
で
す
の
で
20
ペ
ー
ジ
を
参
照

願
い
ま
す
。

「
当
委
員
会
で
の
質
疑
等
」

○
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
所
長

　

12
月
議
会
で
質
問
が
あ
っ
た
汚

泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

汚
泥
を
抜
い
た
後
の
は
り
水
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。
現
在
田
川
地

域
に
３
施
設
組
合
が
あ
り
、
１
日

約
１
６
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
が

必
要
で
す
が
、
24
時
間
連
続
運
転

に
よ
る
処
理
水
と
河
川
か
ら
の
取

水
で
カ
バ
ー
で
き
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

前
回
２
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た

が
、
平
均
を
超
え
て
も
対
応
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

○
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
所
長

　
対
応
で
き
ま
す
。

○
佐
々
木
委
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
で
町
内
３
校
が
臨
時
休
校

と
な
っ
て
い
る
が
、
仕
事
な
ど
で
保

護
者
不
在
世
帯
の
見
守
り
な
ど
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
。
学
力
向

上
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
力
を
注
い

で
い
た
だ
き
た
い
。

〇
教
育
課
長　

先
生
方
が
家
庭
訪

問
を
行
い
子
ど
も
の
ケ
ア
及
び
課

題
を
与
え
指
導
等
を
実
施
し
て
お

り
、
特
に
ケ
ア
が
必
要
な
場
合
は
、

き
め
細
か
な
訪
問
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
３
月
９
日
か
ら
、
町
有

施
設
・
集
会
所
を
活
用
し
て
８
時

か
ら
18
時
ま
で
、
ご
家
庭
で
看
る

方
が
い
な
い
子
ど
も
を
受
入
れ
見

守
り
も
含
め
た
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
丹
村
委
員　

学
童
保
育
に
教
師

は
使
え
な
い
の
で
す
か
。

〇
教
育
課
長　

政
府
の
方
針
で
教

師
が
協
力
で
き
る
環
境
が
整
い
ま

し
た
。
学
童
に
は
指
導
員
・
支
援

員
を
配
置
し
て
お
り
、
教
師
は
毎

週
課
題
を
作
っ
て
家
庭
訪
問
を
行

い
子
ど
も
た
ち
の
ケ
ア
、
見
守
り

を
し
て
い
ま
す
。

〇
奥
永
委
員
長　

春
休
み
も
続
け

ま
す
か
。

〇
教
育
課
長　

町
有
施
設
等
を
活

用
し
た
現
在
の
取
り
組
み
は
、
臨

時
休
校
期
間
中
の
措
置
で
あ
り
ま

す
。
今
後
、
国
の
方
針
な
ど
を
受

け
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
奥
永
委
員
長　

仕
事
を
休
ん
で

子
ど
も
を
看
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

世
帯
に
つ
い
て
、
町
が
会
社
な
ど

に
対
し
て
休
暇
の
依
頼
な
ど
を
し

て
い
ま
す
か
。

〇
浦
野
副
町
長　

そ
の
よ
う
な
話

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
教
育
課
長　

子
ど
も
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
ご
家
庭
に
は
学
童

の
案
内
を
し
受
入
れ
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会

を
閉
会
し
ま
し
た
。

日
程
第
１
～
日
程
第
22

・
議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に

対
す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

　
　
　
　

 

（
委
員
長　

坂
本
年
行
）

　

３
月
９
日
の
議
会
本
会
議
で
付

託
さ
れ
た
11
議
案
に
つ
い
て
、
３

月
10
日
午
前
10
時
か
ら
総
務
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と

お
り
11
議
案
を
全
員
異
議
な
く
可

決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

          

（
委
員
長　

奥
永　

明
正
）

　

３
月
９
日
の
議
会
本
会
議
で
付

託
さ
れ
た
11
議
案
に
つ
い
て
、
３

月
11
日
午
前
10
時
か
ら
地
域
振
興

常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に

審
議
し
た
結
果
、
委
員
会
は
原
案

の
と
お
り
11
議
案
を
全
員
異
議
な

く
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
１
号　

専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令

和
元
年
専
決
第
３
号　

大
任
町
ラ

ン
ド
セ
ル
購
入
助
成
金
支
給
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
２
号　

専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令

和
２
年
専
決
第
１
号　

令
和
元
年

度
大
任
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
）

・
議
案
第
３
号　

大
任
町
附
属
機

関
設
置
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

・
議
案
第
４
号　

公
益
的
法
人
等

へ
の
大
任
町
職
員
の
派
遣
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
議
案
第
５
号　

大
任
町
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
６
号　

特
別
職
の
職
員

で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
７
号　

議
会
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
議
案
第
８
号　

大
任
町
印
鑑
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
議
案
第
９
号　

大
任
町
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
10
号　

大
任
町
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
11
号　

大
任
町
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
議
案
第
12
号　

大
任
町
総
合
運

動
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
議
案
第
13
号　

令
和
元
年
度
大

任
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て・
議
案
第
14
号　

令
和
元
年
度
大

任
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
15
号　

令
和
元
年
度
大

任
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
16
号　

令
和
元
年
度
大

任
町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・

埋
立
処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
17
号　

令
和
元
年
度
大

任
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

・
議
案
第
18
号　

令
和
２
年
度
大

任
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
19
号　

令
和
２
年
度
大

任
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
20
号　

令
和
２
年
度
大

任
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
21
号　

令
和
２
年
度
大

任
町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・

埋
立
処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
22
号　

令
和
２
年
度
大

任
町
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い

て追
加
第
23

・
同
意
第
３
号　

大
任
町
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
宮
本
孝
一
氏
辞

任
に
伴
い
、
毛
利
英
文
氏
を
選
任

す
る
も
の
）

〈
以
上
23
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員

異
議
な
く
可
決
〉

　

以
上
で
令
和
２
年
第
１
回
大
任

町
議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。
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